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 研究4では，VOL の加齢変化およびその規定因子が，前期高齢期を対象にした3 年間の縦断研究のデータに基づき
検討された。その結果，VOL はわずかに低下するものの，その変化量は小さかった。ゆえに，高齢期にはVOL は比
較的高く維持されることが示唆された。次に，VOL の規定因子の変化が検討されたが，VOLの変化に対するその役割
は小さかった。以上の結果から，VOL は時間と場所による変化が小さい特性的概念であることが改めて示唆された。 
 研究5では，VOL の平均値およびその規定因子の文化差が，日本とドイツの比較データに基づいて検討された。そ
の結果，ドイツよりも日本で，前期高齢期では社会人口学的要因とVOL の関連は大きく，後期高齢期では身体的要因
とVOL の関連は小さいことが示された。結論として，西欧文化では東アジア文化より自立を重視するため，日本では
ドイツよりも身体的要因とVOL の関連は小さいという仮説は支持された。 
本研究では，一般に老年期の幸福感として評価される過去回想および現在の心身の状態とは異なる，未来展望を基
礎とした幸福感研究の我が国への適用可能性が，大規模調査を繰り返して検討された。データとしての貴重性ととも
に，縦断研究および国際比較研究による検討内容を吟味したところ，理論的貢献度も優れていると評価し，本論文は
博士（人間科学）の学位授与に値すると判定した。 
 
  
